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馬
淵
川
が
拓
い
た

美
田
の
里
・
苫
米
地

　

福
地
地
区
の
馬
淵
川
北
部
に
あ
っ
た
旧
地
引
村
。

そ
の
中
心
地
だ
っ
た
苫と
ま
べ
ち

米
地
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
﹁
ト
マ

ム
（
沼
地
）・
ペ
ツ
（
川
）﹂
が
地
名
の
由
来
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
初
期
ま
で
は
馬
淵
川
が
氾は
ん
ら
ん濫

を
繰
り

返
す
湿
地
帯
で
し
た
。
ま
た
、
古
く
か
ら
田
ん
ぼ
が

開
け
て
い
ま
し
た
が
、
河
岸
段
丘
に
よ
り
馬
淵
川
か

ら
引
水
で
き
ず
、
水
源
は
溜
池
や
井
戸
の
み
で
し
た
。

　

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）、
地
引
村
の
夏
堀
源
太

郎
村
長
は
村
の
有
志
と
地
引
耕
地
整
理
組
合
を
設

立
し
、
区
画
整
理
と
畑
地
改
田
、
灌
漑
用
水
路
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
５
年
の
歳
月
を
経
て
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
）、
湿
地
は
１
６
３
町
歩
の
美
田
に
生
ま
れ

変
わ
り
、﹁
苫
米
地
米
﹂
と
呼
ば
れ
る
良
質
米
の
産
地

と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
南
部
藩
に
献
上
さ
れ
た

﹁
御
前
米
﹂、
そ
の
歴
史
を
引
き
継
ぐ
地
域
ブ
ラ
ン
ド

米
﹁
ふ
く
ち
こ
が
ね
﹂
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

平
成
の
大
合
併
で
南
部
町
が
生
ま
れ
、
新
た
な
町

の
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
に
商

標
登
録
さ
れ
た
の
が
、﹁
南
部
達
者
米
﹂
で
す
。
こ
れ

は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
通
常
の
５
割
以
下
に
減
ら

し
、
青
森
県
の
特
別
栽
培
認
証
を
受
け
た
農
家
が
生

産
し
た
米
。
平
成
29
年
（
２
０
１
７
）
か
ら
販
売
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
生
産
者
の
一
人
で
、
販
売
も
手
が

け
る
有
限
会
社
山
金
代
表
取
締
役
の
山
道
金
太
郎
さ

ん
は
、﹁
品
種
は
﹃
つ
が
る
ロ
マ
ン
﹄
で
、
適
度
な
粘
り

と
甘
味
が
特
徴
で
す
。
南
部
達
者
米
を
通
じ
て
、
南

部
町
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
地
域
の
農
業

を
元
気
に
し
た
い
で
す
﹂と
、期
待
を
込
め
て
語
り
ま
す
。

　

高
効
率
で
高
品
質
な
米
づ
く
り
と
担
い
手
確
保

の
た
め
、
馬
淵
川
沿
い
の
水
田
地
帯
で
は
、
大
区
画

化
を
中
心
と
し
た
圃
場
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
─
─
─
─
─﹃
花
は
山
、
人
は
里
﹄
を
訪
ね
て
─
─
─
─
─
③

福
地
地
区
／
町
内
第
一の

穀
倉
地
帯
と
文
化

馬淵川と福地橋（少し上流の吊り橋・苫米地橋は
平成24年の台風で流失した）

御嶽神社「地引耕地整理揚水記念の碑」

苫米地の稲刈り風景

「南部達者米」と山道金太郎さん、長男の金也さん
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2 7 ───────新 し い 人 々

「ふくちホワイト」の選別作業をする庭田豊さん

「とまべちまつり」の山車を飾ってある作業小屋と
夏堀德八志さん（達者達人）

バーデパークの「ふくちアイスアリーナ」の賑わい

事
業
を
推
進
す
る
福
地
土
地
改
良
区
は
、
平
成
28
年

（
２
０
１
６
）
に
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の

功
労
者
表
彰
で
金
章
を
受
け
ま
し
た
。

「
ふ
く
ち
ホ
ワ
イ
ト
六
片
種
」

発
祥
の
地

　

鎌
倉
時
代
に
幕
府
が
牧
を
設
け
、
馬
産
地
と
し
て

栄
え
た
南
部
地
方
。
一
説
に
よ
る
と
、
馬
に
と
っ
て
ニ

ン
ニ
ク
は
万
能
薬
だ
っ
た
た
め
、
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
が
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
か
ら
２
０
０

年
以
上
前
、
苫
米
地
地
区
の
農
家
の
人
た
ち
が
お
伊

勢
参
り
を
し
た
際
、
種
子
を
手
に
入
れ
栽
培
し
た
の

が
始
ま
り
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

苫
米
地
で
生
産
さ
れ
る
ニ
ン
ニ
ク
は
、
色
が
白
く
、

大
型
で
、
甘
味
が
あ
り
、﹁
苫
米
地
ニ
ン
ニ
ク
﹂
と
呼

ば
れ
特
に
評
判
が
高
く
、
戦
後
は
行
商
人
を
通
じ
て

八
戸
市
な
ど
に
売
ら
れ
ま
し
た
。
青
森
県
農
業
試

験
場
は
苫
米
地
ニ
ン
ニ
ク
を
県
の
奨
励
品
種
に
選
び
、

﹁
ふ
く
ち
ホ
ワ
イ
ト
六
片
種
﹂
と
命
名
。
昭
和
38
年

（
１
９
６
３
）
か
ら
全
県
に
栽
培
が
普
及
し
ま
し
た
。

　

生
産
者
の
庭
田
豊
さ
ん
は
﹁
有
機
質
の
多
い
土
壌

と
冬
の
寒
さ
、
春
か
ら
の
温
暖
な
気
候
、
豊
富
な
地

下
水
が
揃
う
苫
米
地
は
、
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
の
適
地
で

す
。
種
子
更
新
も
順
調
に
進
み
、
高
品
質
を
保
っ
て

い
ま
す
﹂
と
話
し
、原
産
地
で
の
生
産
に
誇
り
を
持
ち
、

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
普
段
か
ら
ニ
ン
ニ
ク
は

よ
く
食
べ
、
健
康
維
持
に
役
立
て
て
い
る
そ
う
で
、
丸

ご
と
油
で
揚
げ
た
り
、
豚
汁
に
粒
の
ま
ま
入
れ
た
り
、

醤
油
漬
け
に
し
た
り
と
、
産
地
な
ら
で
は
の
お
い
し
い

食
べ
方
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

健
康
増
進
施
設「
バ
ー
デ
パ
ー
ク
」と

町
に
活
気
を
も
た
ら
す
イ
ベ
ン
ト

　

南
部
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
バ
ー
デ

パ
ー
ク
は
、
ド
イ
ツ
の
温
泉
保
養
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入

れ
た
運
動
浴
プ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
、
宿
泊
施
設
な
ど
を
備
え
た
複
合
施
設

で
す
。
バ
ー
デ
パ
ー
ク
を
運
営
す
る
南
部
町
健
康
増

進
公
社
で
は
、
健
康
増
進
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
し
て
い
ま
す
。
例
年
６
月
に
行
わ
れ
る
﹁
ふ
く
ち

里
山
あ
る
き
﹂
は
、
バ
ー
デ
パ
ー
ク
を
発
着
点
に
８
キ

ロ
と
16
キ
ロ
の
２
コ
ー
ス
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
幅
広
い
世
代
の
参
加
者
が
運
動
に
親
し
ん

だ
り
、
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

毎
年
７
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
、
県
南
地
方
最
初
の

夏
ま
つ
り
と
し
て
知
ら
れ
る
﹁
ジ
ャ
ッ
ク
ド
ま
つ
り
﹂

も
、
年
代
を
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

﹁
ジ
ャ
ッ
ク
ド
﹂と
は
県
南
地
方
の
方
言
で﹁
た
く
さ
ん
﹂

と
い
う
意
味
。
花
火
大
会
や
タ
レ
ン
ト
シ
ョ
ー
、
郷
土

芸
能
の
発
表
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
２
日

間
で
７
万
人
が
来
場
し
ま
す
。
９
月
に
は
苫
米
地
地


